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埼玉縣信用金庫が実施する 

金鶴食品製菓株式会社に対する 

ポジティブ・インパクト・ファイナンスに係る 
第三者意見  

 
    

株式会社日本格付研究所は、埼玉縣信用金庫が実施する金鶴食品製菓株式会社に対するポジティブ・イン

パクト・ファイナンスについて、国連環境計画金融イニシアティブの策定した「ポジティブ・インパクト金

融原則」及び「資金使途を限定しない事業会社向け金融商品のモデル・フレームワーク」への適合性に対す

る第三者意見書を提出しました。 

本件は、環境省の ESG金融ハイレベル・パネル設置要綱第 2項（4）に基づき設置されたポジティブイン

パクトファイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え方」への整合性も併

せて確認しています。 

 

 

＊詳細な意見書の内容は次ページ以降をご参照ください。 
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第三者意見書 
2025 年 3 月 28 日 

株式会社 日本格付研究所 
 

 

 

評価対象： 
金鶴食品製菓株式会社に対するポジティブ・インパクト・ファイナンス 

貸付人：埼玉縣信用金庫 

評価者：埼玉縣信用金庫 

第三者意見提供者：株式会社日本格付研究所（JCR） 

 
 
 

結論： 
本ファイナンスは、国連環境計画金融イニシアティブの策定した「ポジティブ・イ
ンパクト金融原則」及び「資金使途を限定しない事業会社向け金融商品のモデル・
フレームワーク」に適合している。 
また、環境省の ESG 金融ハイレベル・パネル設置要綱第 2 項（4）に基づき設置さ
れたポジティブインパクトファイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトフ
ァイナンスの基本的考え方」と整合的である。 
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I. JCR の確認事項と留意点 
JCR は、埼玉縣信用金庫が金鶴食品製菓株式会社（「金鶴食品製菓」）に対して実施する

中小企業向けのポジティブ・インパクト・ファイナンス（PIF）について、埼玉縣信用金庫

による分析・評価を参照し、国連環境計画金融イニシアティブ（UNEP FI）の策定した「ポ

ジティブ・インパクト金融原則」及び「資金使途を限定しない事業会社向け金融商品のモデ

ル・フレームワーク」（モデル・フレームワーク）に適合していること、環境省の ESG 金融

ハイレベル・パネル設置要綱第 2 項（4）に基づき設置されたポジティブインパクトファイ

ナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え方」と整合的であ

ることを確認した。 
PIF とは、持続可能な開発目標（SDGs）の目標達成に向けた企業活動を、金融機関等が

審査・評価することを通じて促進し、以て持続可能な社会の実現に貢献することを狙いとし

て、当該企業活動が与えるポジティブなインパクトを特定・評価の上、融資等を実行し、モ

ニタリングする運営のことをいう。 
ポジティブ・インパクト金融原則は、4 つの原則からなる。すなわち、第 1 原則は、SDGs

に資する三つの柱（環境・社会・経済）に対してポジティブな成果を確認できること、なお

かつネガティブな影響を特定し対処していること、第 2 原則は、PIF 実施に際し、十分なプ

ロセス、手法、評価ツールを含む評価フレームワークを作成すること、第 3 原則は、ポジテ

ィブ・インパクトを測るプロジェクト等の詳細、評価・モニタリングプロセス、ポジティブ・

インパクトについての透明性を確保すること、第 4 原則は、PIF 商品が内部組織または第

三者によって評価されていることである。 
UNEP FI は、ポジティブ・インパクト・ファイナンス・イニシアティブ（PIF イニシア

ティブ）を組成し、PIF 推進のためのモデル・フレームワーク、インパクト・レーダー、イ

ンパクト分析ツールを開発した。埼玉縣信用金庫は、中小企業向けの PIF の実施体制整備

に際し、これらのツールを参照した分析・評価方法とツールを開発している。ただし、PIF
イニシアティブが作成したインパクト分析ツールのいくつかのステップは、国内外で大き

なマーケットシェアを有し、インパクトが相対的に大きい大企業を想定した分析・評価項目

として設定されている。JCR は、PIF イニシアティブ事務局と協議しながら、中小企業の

包括分析・評価においては省略すべき事項を特定し、埼玉縣信用金庫にそれを提示している。

なお、埼玉縣信用金庫は本ファイナンス実施に際し、中小企業の定義を会社法の定義する大

会社以外の企業としている。 
JCR は、中小企業のインパクト評価に際しては、以下の特性を考慮したうえでポジティ

ブ・インパクト金融原則及びモデル・フレームワークとの適合性を確認した。 
① SDGs の三要素のうちの経済、ポジティブ・インパクト金融原則で参照するインパク

トエリア/トピックにおける社会経済に関連するインパクトの観点からポジティブな
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成果が期待できる事業主体である。ソーシャルボンドのプロジェクト分類では、雇用

創出や雇用の維持を目的とした中小企業向けファイナンスそのものが社会的便益を

有すると定義されている。 
② 日本における企業数では全体の約 99.7％を占めるにもかかわらず、付加価値額では

約 56.0％にとどまることからもわかるとおり、個別の中小企業のインパクトの発現

の仕方や影響度は、その事業規模に従い、大企業ほど大きくはない。1 
③ サステナビリティ実施体制や開示の度合いも、上場企業ほどの開示義務を有してい

ないことなどから、大企業に比して未整備である。 
 

II. ポジティブ・インパクト金融原則及びモデル・フレームワークへの適合に係

る意見 
ポジティブ・インパクト金融原則 1 定義 
SDGs に資する三つの柱（環境・社会・経済）に対してポジティブな成果を確認できるこ

と、なおかつネガティブな影響を特定し対処していること。 
SDGs に係る包括的な審査によって、PIF は SDGs に対するファイナンスが抱えている

諸問題に直接対応している。 

埼玉縣信用金庫は、本ファイナンスを通じ、金鶴食品製菓の持ちうるインパクトを、

UNEP FI の定めるインパクトエリア/トピック及び SDGs の 169 ターゲットについて包括

的な分析を行った。 
この結果、金鶴食品製菓がポジティブな成果を発現するインパクトエリア/トピックを有

し、ネガティブな影響を特定しその低減に努めていることを確認している。 
SDGs に対する貢献内容も明らかとなっている。 
 

ポジティブ・インパクト金融原則 2 フレームワーク 
PIF を実行するため、事業主体（銀行・投資家等）には、投融資先の事業活動・プロジェ

クト・プログラム・事業主体のポジティブ・インパクトを特定しモニターするための、十

分なプロセス・方法・ツールが必要である。 

JCR は、埼玉縣信用金庫が PIF を実施するために適切な実施体制とプロセス、評価方法

及び評価ツールを確立したことを確認した。 
 

                                                   
1 令和 3 年経済センサス-活動調査。中小企業の区分は、中小企業基本法及び中小企業関連法令において

中小企業または小規模企業として扱われる企業の定義を参考に算出。業種によって異なり、製造業の場合

は資本金 3 億円以下または従業員 300 人以下、サービス業の場合は資本金 5,000 万円以下または従業員

100 人以下などとなっている。小規模事業者は製造業の場合、従業員 20 人以下の企業をさす。 



              

 - 4 -  
 

(1) 埼玉縣信用金庫は、本ファイナンス実施に際し、以下の実施体制を確立した。 

(出所：埼玉縣信用金庫提供資料) 
 
(2) 実施プロセスについて、埼玉縣信用金庫では社内規程を整備している。 

 
(3) インパクト分析・評価の方法とツール開発について、埼玉縣信用金庫内部の専門部署

が分析方法及び分析ツールを、UNEP FI が定めた PIF モデル・フレームワーク、イ

ンパクト分析ツールを参考に確立している。 
 

ポジティブ・インパクト金融原則 3 透明性 
PIF を提供する事業主体は、以下について透明性の確保と情報開示をすべきである。 
・本 PIF を通じて借入人が意図するポジティブ・インパクト 
・インパクトの適格性の決定、モニター、検証するためのプロセス 
・借入人による資金調達後のインパクトレポーティング 

ポジティブ・インパクト金融原則 3 で求められる情報は、全て埼玉縣信用金庫が作成し

た評価書を通して埼玉縣信用金庫及び一般に開示される予定であることを確認した。 
 

ポジティブ・インパクト金融原則 4 評価 
事業主体（銀行・投資家等）の提供する PIF は、実現するインパクトに基づいて内部の

専門性を有した機関または外部の評価機関によって評価されていること。 

本ファイナンスでは、埼玉縣信用金庫が、JCR の協力を得て、インパクトの包括分析、

特定、評価を行った。JCR は、本ファイナンスにおけるポジティブ・ネガティブ両側面の
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インパクトが適切に特定され、評価されていることを第三者として確認した。 
 

III. 「インパクトファイナンスの基本的考え方」との整合に係る意見 
インパクトファイナンスの基本的考え方は、インパクトファイナンスを ESG 金融の発展

形として環境・社会・経済へのインパクトを追求するものと位置づけ、大規模な民間資金を

巻き込みインパクトファイナンスを主流化することを目的としている。当該目的のため、国

内外で発展している様々な投融資におけるインパクトファイナンスの考え方を参照しなが

ら、基本的な考え方をとりまとめているものであり、インパクトファイナンスに係る原則・

ガイドライン・規制等ではないため、JCR は本基本的考え方に対する適合性の確認は行わ

ない。ただし、国内でインパクトファイナンスを主流化するための環境省及び ESG 金融ハ

イレベル・パネルの重要なメッセージとして、本ファイナンス実施に際しては本基本的考え

方に整合的であるか否かを確認することとした。 
本基本的考え方におけるインパクトファイナンスは、以下の 4 要素を満たすものとして

定義されている。本ファイナンスは、以下の 4 要素と基本的には整合している。ただし、要

素③について、モニタリング結果は基本的には借入人である金鶴食品製菓から貸付人・評価

者である埼玉縣信用金庫に対して開示がなされることとし、可能な範囲で対外公表も検討

していくこととしている。 

要素① 投融資時に、環境、社会、経済のいずれの側面においても重大なネガティブイ

ンパクトを適切に緩和・管理することを前提に、少なくとも一つの側面におい

てポジティブなインパクトを生み出す意図を持つもの 
要素② インパクトの評価及びモニタリングを行うもの 
要素③ インパクトの評価結果及びモニタリング結果の情報開示を行うもの 
要素④ 中長期的な視点に基づき、個々の金融機関/投資家にとって適切なリスク・リタ

ーンを確保しようとするもの 

また、本ファイナンスの評価・モニタリングのプロセスは、本基本的考え方で示された評

価・モニタリングフローと同等のものを想定しており、特に、企業の多様なインパクトを包

括的に把握するものと整合的である。 
 

IV. 結論 
以上の確認より、本ファイナンスは、国連環境計画金融イニシアティブの策定したポジテ

ィブ・インパクト金融原則及びモデル・フレームワークに適合している。 
また、環境省の ESG 金融ハイレベル・パネル設置要綱第 2 項（4）に基づき設置された

ポジティブインパクトファイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンス

の基本的考え方」と整合的である。 
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（第三者意見責任者） 
株式会社日本格付研究所 
サステナブル・ファイナンス評価部長 
 

 
                   
梶原 敦子 
 
 

 

担当主任アナリスト 
 

 
                    
川越 広志 

担当アナリスト 
 

 
                     
玉川 冬紀 
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本第三者意見に関する重要な説明 

1. JCR 第三者意見の前提・意義・限界 
日本格付研究所（JCR）が提供する第三者意見は、事業主体及び調達主体の、国連環境計画金融イニシ

アティブの策定した「ポジティブ・インパクト金融原則」及び「資金使途を限定しない事業会社向け金
融商品のモデル・フレームワーク」への適合性及び環境省 ESG 金融ハイレベル・パネル内に設置された
ポジティブインパクトファイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え
方」への整合性に関する、JCR の現時点での総合的な意見の表明であり、当該ポジティブ・インパクト
金融がもたらすポジティブなインパクトの程度を完全に表示しているものではありません。 
本第三者意見は、依頼者である調達主体及び事業主体から供与された情報及び JCR が独自に収集した

情報に基づく現時点での計画又は状況に対する意見の表明であり、将来におけるポジティブな成果を保
証するものではありません。また、本第三者意見は、ポジティブ・インパクト・ファイナンスによるポ
ジティブな効果を定量的に証明するものではなく、その効果について責任を負うものではありません。
本事業により調達される資金が同社の設定するインパクト指標の達成度について、JCR は調達主体また
は調達主体の依頼する第三者によって定量的・定性的に測定されていることを確認しますが、原則とし
てこれを直接測定することはありません。 

2. 本第三者意見を作成するうえで参照した国際的なイニシアティブ、原則等 
本意見作成にあたり、JCR は、以下の原則等を参照しています。 
国連環境計画金融イニシアティブ  
「ポジティブ・インパクト金融原則」 
「資金使途を限定しない事業会社向け金融商品のモデル・フレームワーク」 
環境省 ESG 金融ハイレベル・パネル内ポジティブインパクトファイナンスタスクフォース 
「インパクトファイナンスの基本的考え方」 

3. 信用格付業にかかる行為との関係 
本第三者意見を提供する行為は、JCR が関連業務として行うものであり、信用格付業にかかる行為と

は異なります。 

4. 信用格付との関係 
本件評価は信用格付とは異なり、また、あらかじめ定められた信用格付を提供し、または閲覧に供す

ることを約束するものではありません。 

5. JCR の第三者性 
本ポジティブ・インパクト・ファイナンスの事業主体または調達主体と JCR との間に、利益相反を生

じる可能性のある資本関係、人的関係等はありません。 
 

 

 

■留意事項 
本文書に記載された情報は、JCR が、事業主体または調達主体及び正確で信頼すべき情報源から入手したものです。ただし、当該

情報には、人為的、機械的、またはその他の事由による誤りが存在する可能性があります。したがって、JCR は、明示的であると黙
示的であるとを問わず、当該情報の正確性、結果、的確性、適時性、完全性、市場性、特定の目的への適合性について、一切表明保
証するものではなく、また、JCR は、当該情報の誤り、遺漏、または当該情報を使用した結果について、一切責任を負いません。JCR
は、いかなる状況においても、当該情報のあらゆる使用から生じうる、機会損失、金銭的損失を含むあらゆる種類の、特別損害、間
接損害、付随的損害、派生的損害について、契約責任、不法行為責任、無過失責任その他責任原因のいかんを問わず、また、当該損
害が予見可能であると予見不可能であるとを問わず、一切責任を負いません。本第三者意見は、評価の対象であるポジティブ・イン
パクト・ファイナンスにかかる各種のリスク（信用リスク、価格変動リスク、市場流動性リスク、価格変動リスク等）について、何
ら意見を表明するものではありません。また、本第三者意見は JCR の現時点での総合的な意見の表明であって、事実の表明ではなく、
リスクの判断や個別の債券、コマーシャルペーパー等の購入、売却、保有の意思決定に関して何らの推奨をするものでもありません。
本第三者意見は、情報の変更、情報の不足その他の事由により変更、中断、または撤回されることがあります。本文書に係る一切の
権利は、JCR が保有しています。本文書の一部または全部を問わず、JCR に無断で複製、翻案、改変等をすることは禁じられていま
す。 

■用語解説   
第三者意見：本レポートは、依頼人の求めに応じ、独立・中立・公平な立場から、銀行等が作成したポジティブ・インパクト・ファ
イナンス評価書の国連環境計画金融イニシアティブの「ポジティブ・インパクト金融原則」及び「資金使途を限定しない事業会社向
け金融商品のモデル・フレームワーク」への適合性について第三者意見を述べたものです。  
事業主体：ポジティブ・インパクト・ファイナンスを実施する金融機関をいいます。 
調達主体：ポジティブ・インパクト・ビジネスのためにポジティブ・インパクト・ファイナンスによって借入を行う事業会社等をい
います。 

■サステナブル・ファイナンスの外部評価者としての登録状況等   
・国連環境計画 金融イニシアティブ ポジティブインパクト作業部会メンバー  
・環境省 グリーンボンド外部レビュー者登録 
・ICMA (国際資本市場協会に外部評価者としてオブザーバー登録) ソーシャルボンド原則作業部会メンバー 
・Climate Bonds Initiative Approved Verifier (気候債イニシアティブ認定検証機関) 
 

■本件に関するお問い合わせ先 
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１ 

埼玉縣信用金庫は、金鶴食品製菓株式会社（以下、「金鶴食品製菓」）に対して、ポジティブ・イ

ンパクト・ファイナンスを実施するに当たり、金鶴食品製菓の活動が環境・社会・経済に及ぼすイン

パクト（ポジティブな影響及びネガティブな影響）を分析・評価しました。 

 分析にあたっては、国連環境計画金融イニシアティブ（UNEP FI）が提唱した「ポジティブ・イン

パクト金融原則」及び「資金使途を限定しない事業会社向け金融商品のモデル・フレームワーク」に

適合させるとともに、ESG 金融ハイレベルパネル設置要綱第２項（４）に基づき設置されたポジティ

ブインパクトファイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え方」に

整合させたうえで、中小企業（※）に対するファイナンスに適用しています。 

※ 中小企業とは、会社法の定義する大会社以外の企業をいいます 

 

 

目 次 

 

 

１．評価対象のファイナンスの概要 

２．企業概要・事業活動 

   2.1 基本情報 

   2.2 沿革 

   2.3 組織体制 

   2.4 経営理念・方針 

   2.5 事業活動 

2.6 業界動向 

３．サステナビリティ活動 

４．包括的インパクト分析 

５．本ファイナンス実行にあたり特定したインパクトと、設定した KPI 及び SDGs との関係性 

６．サステナビリティ管理体制 

７．モニタリング 

８．総合評価 

 

 

 

 

 

 



 
 

２ 

１．評価対象のファイナンスの概要 

企業名 金鶴食品製菓株式会社 

借入金額 100 百万円 

資金使途 長期事業資金 

モニタリング実施時期 5 年 

２．企業概要・事業活動 

2.1 基本情報 

企業名 金鶴食品製菓株式会社 

代表者名 代表取締役  金鶴 友昇 

本社所在地 東京都足立区島根 2-11-11 

創業年・設立年 
創業 1945 年 

設立 1963 年 

資本金 30 百万円 

従業員数 

（2024 年 12 月末現在） 
214 名（非正規社員含む） 

事業内容 ナッツ、ドライフルーツ加工品の製造・販売 

加入団体 日本ナッツ協会 

主要取引先 

<販売先> 

株式会社エコライフフーズ 

株式会社デルタインターナショナル 

株式会社なとり 

株式会社丸味食品 他 

<仕入先> 

大信実業株式会社 

神栄株式会社 

株式会社デルタインターナショナル 

富永貿易株式会社 他 
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事業拠点 

本社       （東京都足立区島根 2-11-11） 

八潮工場     （埼玉県八潮市浮塚 923-1） 

八潮第二工場   （埼玉県八潮市大曽根 1553-1） 

直営店 K-nuts        （埼玉県八潮市大瀬 6-1-6 BiVi 八潮 1F） 

クリーンリフレ工場（埼玉県八潮市浮塚 590-1） 

グループ会社 

株式会社金鶴ホールディングス 

（埼玉県八潮市浮塚 923-1） 

  事業内容：持株会社 

株式会社サークルメイト 

（埼玉県八潮市浮塚 923-1） 

  事業内容：人材派遣 

   

八潮工場 

 

八潮第二工場 
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2.2 沿革 

1945年 

創業者である金鶴吉次氏が東京都足立区千住東町に於いて、主に煎

餅の製造業を開始。 

戦後の映画ブームに乗り、劇場・映画館等の売店に納入を任され、

菓子類・ピーナッツの販売を開始。 

1956年 
米菓子の製造を開始。東京都荒川区尾久に米菓工場として第二工場

を設ける。 

1959年 
販売先の拡大、取扱い商品の増加にともない、工場を集約し東京都

足立区へ移転。 

1963年 金鶴食品製菓株式会社として株式組織に変更。 

1965年 

卸売業者や珍味問屋などへ販売拡大にともない、米菓子・砂糖菓子

製造部門を、カシューナッツ・アーモンド・ピスタチオなどの木の

実加工品の製造に転換。 

1975年 菓子・食品・飲料品・生鮮品・日用品の卸売業を開始。 

1988年 金鶴一男氏が代表取締役に就任。 

2012年 
金鶴友昇氏が代表取締役に就任。 

新工場建設のため、埼玉県八潮市浮塚に工場用地取得。 

2013年 新工場建設開始。 

2014年 八潮工場稼働開始。 

2017年 
八潮第二工場建設のため、埼玉県八潮市大曽根に工場用地取得。 

八潮第二工場建設開始。 

2018年 八潮第二工場稼働開始。 

2019年 
（一財）食品安全マネジメント協会 JFS-B 規格適合証明取得、運

用開始（HACCP 対応工場）。 

2020年 クリーンリフレ事業を開始。 

2021年 
埼玉県八潮市にナッツ・ドライフルーツの直営店「K-nuts」オー

プン。 

2022年 (独)情報処理推進機構よりＤＸ認定事業者として認定を受ける。 

2023年 八潮第三工場建設のため、埼玉県八潮市浮塚に工場用地取得。 
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2.3 組織体制 

金鶴食品製菓の組織体制は、以下の「組織図」の通りである。製品の品質管理を行う「品質管理

部」は、社長直轄の部署としている。本部兼八潮工場には、顧客との窓口として営業を行う「営業

部」、社内改善やＤＸ化推進を行う「ＩＴ推進部」、受発注、バックオフィス業務、人事・総務業

務を行う「サポート部」、製造部門として商品を製造する「製造部」と商品を梱包する「包装部」

がある。また、八潮第二工場にて商品出荷業務を行う「物流部」、クリーンリフレ工場にて次亜塩

素酸水を生産する「クリーンリフレ事業部」、直営店運営を行う「K-nuts 事業部」がある。 

<図 1 組織図> 

（出所：同社資料を基に埼玉縣信用金庫作成） 
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2.4 経営理念・方針 

■経営理念・七精神 

金鶴食品製菓の理念は、社会における役割や存在意義を定義する「経営理念」と当社の社員が、

日常の業務を実践していく上での心構えを示した「七精神」がある。「経営理念」と「七精神」を

社内全体で共有し、太陽と大地の恵みをお届けすることで顧客や社員とその家族、地域社会、企業

活動に関わる全ての人を笑顔にすることを目指している。 

― 経営理念 ― 

 お客様のご要望をより良い商品に 

 お客様の笑顔を大切に 

 常にお客様の心に応える行動に徹し、社会に貢献する（※） 

※社会に貢献するとは、社員のみなさんが豊かになり、家族も豊かになり、そのまわりの人々も

段々と良くなって社会を明るくする 
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■行動規範 

経営理念の実現を図るために、社員に対して以下の行動規範を策定している。 

― 行動規範 ― 

１． 本気 

目の前のことに全力でぶつかろう 

２． 素直 

いったん全てを受け止めよう 

３． 勉強好き 

一生勉強、一生成長 

４． プラス発想 

前向きに捉えよう 

５． 長所伸展 

長所を見つけ、褒め、伸ばそう 

６． 責任感 

自分がやらずに誰がやる 

７． 恥ずかしいと思うことをしない 

愚痴・陰口を言わない、嘘をつかない、言い訳をしない 

８． 思いやり 

他人の喜び、悲しみを自分のことのように感じ取ろう 

９． 感謝 

生かされて生きてきた、生かされて生きている、生かされて生きていく 

１０．夢と理想を持つ 

夢を夢のまま終わらせない 

■食品安全に関する方針 

食品メーカーとして、経営理念を基に以下のとおり食品安全に関する方針を定めている。 

― 食品安全に関する方針 ― 

１．基本 

 （１）私たちは、お客様の豊かな食生活と健康増進に貢献できる「安心」「安全」な 

商品を提供します。 

１．行動 

 （１）当社は、お客様に「安心」「安全」な製品を提供するために、食品安全マネジメ 

ントシステムを構築し、継続的な運用、改善を行います。 

 （２）当社は、食品安全に関する法令・規則を遵守します。 

 （３）当社は、常にお客様、お取引先、業界団体、行政機関、及び全従業員との円滑な 

    コミュニケーションを図ります。 

 （４）当社は、食品安全方針を全従業員に周知し、食品安全への取組を推進する。 
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2.5 事業活動 

■ナッツ・ドライフルーツ加工・販売事業 

金鶴食品製菓の主要事業である。1945 年に落花生の製造業者として創業、戦後の映画ブームに

より映画館や劇場などの売店を中心に商品を納入することで事業を徐々に拡大し、ナッツ類加工品

の製造品目を増加させてきた。現在ではナッツ類に加え、ドライフルーツ加工品も製造し、約

1,800 種類以上の商品を取扱う。同社の強みは企画から製造、販売までをすべて自社で完結できる

一貫体制を有していることである。この強みにより生産調整を行い食品鮮度を最善に保てるほか、

小ロット生産など顧客の要望に対し迅速な対応が可能となる。 

主要な取引先はスーパーマーケットや卸売業者であ        <図 2 製造割合> 

り、自社製品はもちろんだが、幅広い商品の OEM 製造

に対応している。自社製品よりも顧客の要望に沿った商

品を世に出すことを大切にしており、単純な OEM（受

託製造）だけでなく企画・開発から製造、製品包装、出

荷までサポートする ODM（設計製造）も対応できる生

産ラインを確立している。また、自社製品を EC サイト

を通じて販売するほか、直営店の運営も手掛け、一般消

費者のニーズも満たしている。 

 

 

 

(出所：同社資料を基に埼玉縣信用金庫作成) 

<図 3 サプライチェーン俯瞰図> 

（出所：同社資料を基に埼玉縣信用金庫作成） 
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▸取扱い商品一例 

<ナッツ類一例> 

アーモンド ピスタチオ カシューナッツ くるみ 

 

<ドライフルーツ類一例> 

プルーン パインアップル マンゴー ブルーベリー 

トマト いちじく キウイフルーツ バナナチップス 

（出所：同社ウェブサイト） 
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▸OEM製品 

 金鶴食品製菓の OEM 生産の特長は以下の通りとなっている。顧客からの要望に応じて、製品企

画開発から生産まで一貫して対応し、多種多様な製品を小ロットから受注、製造、納品できる体

制をとっている。 

小ロット対応 

卸売業界では、ある程度まとまった量での取引が主流となってい

るが、同社では 100 個からの小ロット受注を対応してる。小ロッ

ト生産は、過剰在庫のリスクを抑えつつ顧客ニーズの変化に柔軟

に対応できるなど、発注者にとってメリットが多い。その分コス

ト高になりやすいが、同社では原料の育成状況を常に把握し、適

正な時期に原料を大量に仕入れすることで、原料仕入コスト削減

に努めており、安定した価格での供給が可能となる。 

（出所：同社ウェブサイト） 

 

多種多様な商品 

同社ではナッツ、ドライフルーツを各種取り揃えており、取扱い

商品数は業界トップクラスである。定番品だけではなく、市場で

は多く流通していない珍しい商品も取り揃えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：同社ウェブサイト） 
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フレキシブル対応 

商品を梱包するパッケージについて素材・形・大きさ・紙の種類

など、各種取り揃えている。顧客に組み合わせを選んで頂くセミ

オーダー制とすることで一から作成するよりも低コストでオリジ

ナルパッケージの作成が可能となる。また、商品リニューアル時

のパッケージの変更についても比較的低コストで対応できる。 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：同社ウェブサイト） 
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▸自社製品 

 同社では、OEM 製品で培ってきたノウハウを活かし、自社製品を展開している。自社製品につ

いては EC サイトによる販売だけでなく、直営店「K－nuts」でも多くの商品を販売している。実

際に販売を行う小売業者として消費者からの直接的な意見を取り入れることで、新商品の開発だ

けでなく、既存商品の改良にも役立てており、2023 年 6 月には「素焼き贅沢ナッツ」「男のミ

ックスナッツ」がジャパン・フード・セレクション（※）の第 64 回食品・飲料部門グランプリを

受賞した。 

 

※フードアナリスト正会員 23,000 人が「消費者目線の評価」「食の専門家の評価」の 2 つを軸

に内部的要因、外部的要因、マーケット要因、マネジメント要因、ブランディング要因等の 100

のチェック項目を元に評価する食品・食材の審査・認定制度。 

<自社製品一例> 

（出所：同社 EC サイト） 

<ジャパン・フード・セレクショングランプリ受賞商品・賞状> 

（出所：同社資料） 

   

 

 

（出所：ジャパン・フード・セレクションウェブサイト）  
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 ▸製造工程 

①衛生管理 

工場内に入るには、クリーン服を着用、クリ

ーンルームによるエアーシャワー処理、粘着

ローラーによる全身の埃取り、手洗い消毒、

その間に２度履物を履き替えるなど、衛生管

理を徹底している。クリーン服の着用方法や

持込禁止リスト、粘着ローラーのかけ方、エ

アーシャワーの浴び方、手洗い消毒方法な

ど、工場入室手順は細かくマニュアル化され

ている。 

<工場入室前の様子>  <エアーシャワー> 

(出所：同社資料) 

 

②原料の選別 

原料のナッツ類は海外からの輸入原料が主で

ある。輸入原料については、現地農園の産地

サプライヤーによって選別後、アメリカにつ

いては、USDA（アメリカ合衆国農務省）の規

格に基づき、農薬・カビ・菌類の検査をして

いる。更に同社では入荷の際、粒のそろい、

色、ツヤ、虫食い、異物混入などのチェック

を同社熟練の社員が目視で行い、合格した原

料のみを使用している。 

<選別の様子> 

(出所：同社資料) 

 

③-ア 焙煎 ③-イ フライ 

密封したオーブンのような窯で、ナッツに最

適な温度管理を段階的に行い焼き上げること

で、ナッツの風味を逃さず、香ばしく仕上げ

ることができる。また、大小 3 台のロースタ

ーにより、顧客の要望に合わせて小ロット受

注や焼き加減を細かく調整することができ

る。 

コンピューター自動制御の大型フライヤーを

有し、1 日約 4ｔの生産が可能である。フライ

オイルは、自動濾過装置で常にサラサラの油

で揚がったナッツを遠心分離機に投入し、余

分な油を落とすことにより軽い仕上りとな

る。 

<ロースター> 

(出所：同社資料) 

<フライヤー> 

(出所：同社資料) 
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④味付け 

回転ドラムを利用することにより、ムラなく

均等な味付けが可能となる。使用する塩にも

こだわり、塩と油でナッツ本来の風味を引き

立てる味付けを行う。 

<味付の様子> 

 (出所：同社資料) 

 

⑤包装・品質管理 

コンピューター制御の自動包装機により、一

定した混合量、計量、袋詰め、窒素ガス充

填、オートチェッカーといった一貫した作業

を素早く正確に行う。ベルトコンベアー上の

自動計量機により誤差が生じた場合は、自動

的にベルトコンベアーから排除される。ま

た、小ロットに関しては手作業でひとつひと

つ計量し丁寧に袋詰めしている。 

異物除去に関しては、風力選別機、金属探知

機、自動割れ選別機に加え、袋詰め前の目視

により最終チェックを行い品質管理を徹底し

ている。 

<包装機> 

 (出所：同社資料) 

<手作業による計量・自動計量機> 

 (出所：同社資料) 

 

⑥保管・出荷 

八潮第二工場を中心に商品の保管、配送を行

っている。自社倉庫を保有していることから

適正な在庫の確保が可能であり、顧客の要望

に迅速かつ柔軟に対応することができる。 

 

 

<倉庫内> 

 (出所：同社資料) 

 



 
 

１５ 

■EC 事業 

金鶴食品製菓では、インターネットを通じた商品販売を行っている。国内 EC サイトへの出店

や、自社 ECサイトの企画・運営も行っている。また、埼玉県八潮市のふるさと納税返礼品として

も出品している。 

<同社 EC サイト> 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：同社 EC サイト） 

<八潮市ふるさと納税返礼品> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：ふるさと納税ガイドウェブサイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

１６ 

■直営店事業 

金鶴食品製菓は、同社のビジョンやメッセージを直接消費者へ伝えるため、2021 年に直営店

「K－nuts」を埼玉県八潮市に開店した。工場から出来立てを直送することで新鮮な商品を提供し

ている。直営店の広告には、積極的にSNS を有効に活用することで認知度やブランディング、ロ

イヤリティ向上を図っている。80 種類以上の自社製品の販売や、ナッツの量り売り、訳あり商品

の販売、工場から２時間以内に製造された商品を予約できるなど消費者のニーズに応えるため、

様々な商品やサービスを提供している。今後は直営店を増やしていく方針である。 

<直営店 K－nuts> 

（出所：同社資料） 

<SNS の活用> 

（出所：同社公式インスタグラム、公式 LINE） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

１７ 

■クリーン・リフレ（次亜塩素酸水）事業 

クリーン・リフレ（次亜塩素酸水）とは、水と食塩を電気分解して生成される電解除菌水であ

り、安全性の高さが特徴である。金鶴食品製菓では、「社員の安心・安全がお客様へつながる」と

の考えから、工場内の新型コロナウイルス感染症予防対策として 2020 年 1 月にいち早く工場内の

クリーン・リフレ（次亜塩素酸水）による除菌を開始した。安全性の高いクリーン・リフレ（次亜

塩素酸水）は、食品を扱う同社にとって感染防止対策として適しており、新型コロナウイルス感染

症が 5 類感染症へ移行後も工場内の感染症対策として継続利用している。同社では、2020 年 7 月

よりクリーン・リフレ（次亜塩素酸水）を事業として開始、同社クリーンリフレ事業部を中心に埼

玉県越谷工場にてクリーン・リフレ（次亜塩素酸水）を製造し、正規販売店として販売を行う。 

 

<図 4 クルーン・リフレについて> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                            （出所：同社資料） 

 

 



 
 

１８ 

■DX 戦略 

 金鶴食品製菓が生産する製品は、自社製品よりも OEM製品  <図 5 DX 認定制度ロゴマーク> 

の比重が大きく、顧客から細かいオーダーを元に製造するこ

とが多い。オーダーは 180 種類以上のパターンがあるため、

複雑かつリアルタイムで商品在庫の調整が必要になる。多様

化する顧客ニーズや社会環境の変化に対応するため、2015 年

から DX 化を進め、2021 年には IT 推進部を発足し本格的に

DX を経営戦略と結びつけた。その結果、2022 年 6 月「DX

認定事業者」として認定を受けている。DX 取組み実例は、以

下の通りである。                      （出所：経済産業省ウェブサイト） 

取組 効果 

スマートフォン、タ

ブレットの導入 

コミュニケーションツールとしてチャットの導入することで、情報共有

のスピードが上がったことに加え、社員間の「聞いていない」といった

行き違いがなくなり、社員の心理的安全性が高くなった。 

Chrome book の

導入 

Google ドライブ、Gmail、Google カレンダーなどがシームレスに連携

し、作業効率向上。Google Workspace と統合されているため、管理者

のデバイス管理も容易となる。 

プライオ10 の導入 
インターネット回線から専用回線へ変更。通信速度の安定による業務の

円滑化とセキュリティ向上。 

Docu Works、オ

ートメール名人の導

入 

FAX の排出を紙からデジタルに変更、手書きを廃止して電子スタンプに

よる処理で業務効率化、ペーパーレス化。Mail で届く Excel データを自

動で読取り業務効率化。 

BtoB 専用 EC サイ

トの運用 

FAX、電話で受付けた受注を手作業で処理していたものを、専用 ECサイ

トに移行。受注は自動で基幹システムと連動し、業務効率化、ペーパー

レス化。 

BI ツールの活用 

リアルタイムまたは定期的なデータ更新が行われ、最新の情報から適切

かつ迅速な意思決定ができる。データ操作が容易なため、全社員が意思

決定に貢献できる。 

新人即戦力パッケー

ジの導入 

新入社員の業務を見える化し、進捗管理や成果報告を社内全体で共有。

新入社員の成長や悩みを共有することで、適切な評価や指導につながり

定着率向上。 

同社は、専門チームによる情報セキュリティ会議を隔月開催し、今後もビジネスプロセスの最適

化や情報セキュリティの取組みを強化、DX 推進を企業文化として構築していく方針である。 

 

 

 

 

 



 
 

１９ 

2.6 業界動向 

 ナッツは固い殻に包まれた果実の総称で、             <図 6 アーモンド収穫量> 

アーモンドやカシューナッツ、クルミなどが

あげられる。ナッツの主な生産地は海外であ

り、代表的なアーモンドの収穫量は図 6 の

通りアメリカやスペイン、トルコの順になっ

ている。特にアメリカは全収穫量の 50%以

上を占めており、世界を代表するアーモンド

産地となっている。アーモンドは乾燥する温

暖な気候条件を好むことから、夏に雨が少な

く乾燥しているアメリカのカリフォルニアや

地中海沿岸部の収穫量が多い。このことか

ら、日本に流通しているナッツ製品の原料は

海外産の輸入品が多いことがわかる。 
 

 

 (出所：OREGON CHERRY GROWERS アーモンド統計 
情報（FAO 統計）を基に埼玉縣信用金庫作成)  

国内の主要ナッツ輸入量は図 7 の通り、2021 年には 84,423t と 1993 年と比べて約 2 倍となっ

ている。これは 2010 年代以降、日本国内においても消費者の健康意識の高まりから、ナッツ類の

豊富な栄養素が注目され、健康食品として購入する消費者が増加したことが大きな要因である。ナ

ッツの国内の消費量についても図 8 の通り、輸入量に比例して増加している。「総務省総計局 家

計調査 収支項目分類一覧（令和 2 年（2020 年）1 月改定）」によると図 8 の「果物加工品」には

「アーモンド、カシューナッツなどの木の実」の他、「乾燥バナナ、干あんず、干ぶどう、干し

柿」も含まれていることから、ドライフルーツについても国内消費量は増加していることがわか

る。また、新型コロナ禍においても、巣ごもり需要の拡大から、輸入量、消費量ともに大きな影響

はなかった。 

<図 7 主要ナッツの輸入量> 

 

(出所：日本ナッツ協会 輸入統計を基に埼玉縣信用金庫作成) 
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２０ 

<図 8 1 世帯あたり1 ヶ月間の果物加工品の支出> 

(出所：総務省 家計調査 家計収支編 第１表 １世代あたり１ヶ月間の収入と支出を基に埼玉縣信用金庫作成) 
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２１ 

３．サステナビリティ活動 

【社会面・経済面】 

■安心・安全・健康を配慮した製品の提供 

 金鶴食品製菓は、2019 年に本社工場の各製造工程において、JFS-B 規格（※1）に適合してい

ることが証明されている。同社では「品質管理運営に関する方針」を定めており、各部門で

HACCP（※2）チームメンバーを結成し、JFS-B規格の取組みを全社員に理解してもらえるよう情

報発信している。HACCPチームは毎年再編され、会社全体で安全な食品を製造するための取組を

向上させている。同社の製品を同業他社へ OEM 製品として提供することは、業界全体の発展にも

貢献している。 

 また、近年の消費者の健康志向ニーズの高まりを受けて、素焼きナッツなど添加物フリーの商品

を提供している。消費者個人では輸入できない栄養価の高い海外産ナッツを提供することは、消費

者の健康に配慮した製品を流通させていく役割も担っている。 

※1 一般財団法人食品安全マネジメント協会が開発・運営する食品安全マネジメントシステム。 

※2 食品製造事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危険要因（ハザード）を把握した上で、原

材料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去又は低減させるために特

に重要な工程を管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法。 

<図 9 JFS-B 適合証明書>        <図 10 HACCP イメージ> 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：同社資料）           （出所：厚生労働省ウェブサイト） 

<図 11 JFS 規格イメージ> 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：（一財）食品安全マネジメント協会ウェブサイト） 



 
 

２２ 

【社会面】 

■一般社団法人障がい者アート協会への協賛 

  一般社団法人障がい者アート協     <図 12 障がい者アート協会の仕組み> 

会とは、障がいのある方が「自身の

作品を発信できる場所」と創作活動

を通して「経済的対価を得ることで

社会に認知できる仕組み」を提供

し、作品を見てもらえる喜び、経済

的対価が得られる喜びをひとりでも

多くの障がいのある方に届けること

を目的としている。金鶴食品製菓は

2015 年の同協会設立時より、「障

がい者と社会の架け橋になる」とい

う活動の趣旨に賛同し、社会貢献活

動の一環として同協会のスポンサー

を引き受けている。 

                     （出所：(一社)障がい者アート協会ウェブサイト） 

 来客時のノベルティとして付箋セットやマスクケース、ECサイトで同社商品購入した際のプレ

ゼントとしてラバーコースターを同協会に製作を依頼している。また、同協会の展示品を同社建

物エントランスやエレベーター前に展示、企業活動を通して多くの方に同協会の主旨を周知して

いる。 

    <同社建物内展示品>              <マスクケース> 

（出所：同社資料）                 （出所：同社資料） 
 

 

 

 

 

 

 



 
 

２３ 

■ダイバーシティ経営への取組 

▸ 障がい者の雇用機会拡大 

金鶴食品製菓は障がい者の経済的な自立支援を目的に障がい者を戦力として雇用している。

2024 年 4 月の民間企業における障がい者の法定雇用率は 2.5％であり、今後は 2026 年 7 月に

2.7％に引き上げられる予定である。同社の「障がい者雇用率」は 0.9％（2024 年 12 月末現

在）に留まっており、今後は求職者向けの職場見学を増加させることで法定雇用率以上の達成を

図る方針である。 

障がい者従事者数（非正規社員含む） 

2024 年 12 月末時点 

  2 名
（0.9%） 

業種平均(※) 

2.32％ 

※ 厚生労働省「令和 5 年障害者雇用状況の集計結果」製造業 

▸ 外国人の雇用機会拡大 

金鶴食品製菓は全社員 214 名（非正規社員含む）内 60 名が外国人であり、その比率は28.0%

と約 4 人に 1 人以上となる。こうした外国人社員が働きやすい職場環境にするため、社宅の提供

や公共施設、病院へ同社の日本人社員が付きそうなど生活支援を実施している。また、通訳可能

な外国人社員が在籍しているため、日本語が難しい外国人社員も安心して社内コミュニケーショ

ンがとれる。評価に関しても国籍による差別はなく、実力、成果、意欲などを基準に、能力に応

じて行うことで、外国人社員のモチベーション向上につながっている。 

外国人社員の雇用は異国の文化、習慣、考え方など日本人とは違う新しいアイデアの創出など

一緒に働く同社の日本人社員にとっても良い影響を与えている。 

外国人従事者数（非正規社員含む） 

2024 年 12 月末時点 

60 名 

（28.0％） 

▸ 女性活躍の推進 

金鶴食品製菓は、性別関係なく活躍できる体制・制度を整備し女性活躍を促進している。産休

や育休、時短勤務だけではなく、子供が熱を出した際にリモートワークを許可するなど、会社全

体でサポート体制が構築されている。管理職の増加にも力を入れており、更なる女性活躍の機運

を醸成し、女性の活躍できる環境を整えていく考えである。 

女性従事者数（非正規社員含む） 

2024 年 12 月時点  

117名 

（54.6％） 

業種平均(※1) 

30.0% 

課長相当職以上（役員を含む）に占める女性の割
合 

2024 年 12 月時点 

8 名 

(8.9%） 

業界平均(※2) 

8.5% 

※1 総務省「労働力総合調査（2023 年度）」 表Ⅱ-5[産業、職業別就業者数] 製造業  

※2 厚生労働省「雇用均等基本調査（令和 5 年度）」 第 7 表[役職別女性管理職等割合] 製造業  

 

 

 

 



 
 

２４ 

▸積極的な新規学卒者採用 

金鶴食品製菓では、中途採用にて即戦力となる人材の確保を行う一方、長期的な視点で地域に

貢献できる人材の育成を図るため、特に新規学卒者の採用に注力している。採用活動においては

積極的にSNS を活用している。近年、若年層の情報収集源は検索エンジンから SNS を用いた情

報収集に変化しており、就職活動においても SNS が利用される傾向にある。文章では伝えられな

い同社の魅力をよりダイレクトに求職者へ発信することができる。職場内の雰囲気やイベント、

社員インタビューなどを発信することにより、求職者との入社後のギャップが生じにくくしてい

る。雇用の場を安定的に供給していくことで、地域経済に貢献している。 

<新卒採用者の推移> 

<SNS の活用> 

（出所：K-nuts 公式インスタグラム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 
2021 年 

採用実績 

2022 年 

採用実績 

2023 年 

採用実績 

2024 年 

採用実績 

2025 年 

採用内定 

新卒採用者数 3 名 3 名 7 名 3 名 10 名 



 
 

２５ 

■働きやすい労働環境への取組 

▸ 時間外労働時間の削減、有給休暇の取得推進 

金鶴食品製菓では、サポート部にて月次で管理を行っており、時間外労働や有休休暇取得につ

いて適切に運用されているかチェックしている。直近 1 年間における有給取得率は 79.5%と業界

平均と比べて高くなっているが、時間外労働時間や有給休暇取得日数は業界平均と比べやや劣

る。今後、業務のＤX 化を推進すること業務効率化による時間外労働の削減や有給取得日数の増

加を図る方針である。 

時間外労働時間（正社員・月平均） 

2024 年 1 月 ～2024 年 12 月 
15.0 時間 

業種平均(※1) 

14.7 時間 

有給休暇取得率（正社員 1 人あたり平均） 

2024 年 1 月 ～2024 年 12 月 
79.5％ 

業種平均(※2) 

65.8% 

有給休暇取得日数（正社員 1 人あたり平均） 

2024 年 1 月 ～2024 年 12 月 
9.2 日 

業種平均(※3) 

12.3 日 

※1  厚生労働省「毎月勤労統計調査」（令和 5 年度分確報）製造業 － 一般労働者 

※2,3 厚生労働省「令和 5 年就労条件総合調査」 製造業 

▸ 産前産後休暇・育児休暇の取得推進 

金鶴食品製菓では、産前産後休暇・育児休暇の取得を積極的に推奨している。産前産後・育児

休暇中の業務をスムーズに引き継げるよう業務内容のマニュアル化、従業員へ育児休暇制度の説

明、周知をすることで育児と仕事を両立しやすい職場環境を整えている。女性社員の取得だけで

はなく、育児休暇を取得した男性社員の事例を社内に共有することで、性別に関係なく産前産後

休暇・育児休暇を取得しやすい雰囲気を作っている。また、育児休暇後もリモートワークや時短

勤務といった柔軟な働き方を導入している。 

女性社員の産前産後休暇・育児休暇取得率 

2024 年 1 月 ～2024 年 12 月 
100％ 

平均(※1) 

84.1% 

男性社員の育児休暇取得率 

2024 年 1 月 ～2024 年 12 月 
100% 

平均(※1) 

30.1% 

※1  厚生労働省「令和 5 年度育児休業取得率の調査結果公表、改正育児・介護休業法等の概要
について」 

 

 

 

 

 

 



 
 

２６ 

■社員教育の取組 

▸社員に対する適正な教育・評価 

金鶴食品製菓では、社員一人ひとりに対し適正な評           <成果報告会の様子> 

価やフィードバックを通して、人材育成に努めている。

同社では作業項目を全てチェックリスト化し、教育計画

の作成、進捗管理、成果の見える化、進捗を社内共有し

ている。社内共有することで他部門を含めた社員の成長

度合いを把握し、会社全体として適切な指導につなげて

いる。ベテラン社員にとっても業務や指導スキルの平準

化といったメリットもある。新入社員を対象に代表者を

交えた成果報告会を実施し、代表者自ら社員を評価して

コミュニケーションをとることで、社員のモチベーショ

ン向上、更なる成長へつなげている。                               (出所：同社資料) 

▸充実した社員教育制度 

 金鶴食品製菓では、「自社に都合のいい人は育てない」の考えから外部講師を招き、ビジネス

スキルからマネジメントまで幅広い研修を実施している。以下、特徴的な研修を記載する。 

TOC 研修 
イスラエルの物理学者エリヤフ・ゴールドラット氏
の著書「ザ・ゴール」に基づいた経営改善のための
研修。 

マルコポーロ研修 
アセスメントツール「MARCOPOLO」を活用して、
人材の特性や活躍可能性を分析し、組織の課題解決
に役立てる方法を学ぶための研修。 

マネジメントゲーム研修 
経営シミュレーションゲームを用いた研修。経営者
視点で経営を疑似体験することで、マネジメントの
基礎である会計や財務を学ぶ研修。 

EG 研修 
脳神経科学や心理学、統計学などの研究を基に開発
された「エマジェネティックス」を活用した研修。 

▸資格取得支援制度 

金鶴食品製菓では、円滑な業務遂行の観点から、各種公的資格の取得奨励を行っている。特に

「食品表示検定」は重要視しており、早期の取得を奨励しているとともに、保有者に資格手当と

して月額3 千円を支給している。 

 

 

 

 

 



 
 

２７ 

■適正な情報管理 

金鶴食品製菓は、「情報セキュリティに関する方針」、「IT 設備に関する方針」を策定し、適切

な個人情報の管理を徹底している。個人情報を取扱う全ての社員に対して、プライバシー保護の重

要性や適切な管理方法の教育、定期的な研修を実施している。情報セキュリティに関しては、

2022 年 1 月「SECURITY ACTION（※）」の「★★二つ星」を宣言し、顧客や社会の信頼に応え

るべく、全社で情報セキュリティに取組んでいる。 

※独立行政法人情報書影推進機構（IPA）が創設した中小企業自らが、情報セキュリティ対策に取

り組むことを自己宣言する制度。取組み目標に応じて「★一つ星」「★★二つ星」がある。 

<図 13 SECURITY ACTION マーク> 

              （出所：同社資料） 

【環境面】 

■環境負荷軽減・廃棄物削減への取組 

▸フードロス削減への取組 

金鶴食品製菓は、自社倉庫保有による在庫管理の徹底、DX 化による生産体制の見直しにより、

歩留まり率を向上させている。作業工程のマニュアル化や新入社員の入社後の業務内容を全てチェ

ックリストで管理することで業務標準化、入社間もない社員でも作業の漏れなどのヒューマンエラ

ーを削減している。また、味や品質には問題がないが傷や破損のある訳あり商品を ECサイトや直

営店で販売することにより、異物混入による不良品を除けば廃棄する製品はゼロであり、フードロ

スの削減に貢献している。 

<図 14 訳あり商品イメージ> 

               （出所：同社資料） 
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▸ペーパーレス化・再利用 

金鶴食品製菓は DX 化推進により、ペーパーレス化に取組んでいる。「Docu Works」の導入に

より、これまで手書きによる紙ベースで申請していた業務を電子申請に切替えた。また、全社的

にタブレットを導入することにより製造日報の電子化を実施した。電子による処理で業務効率

化、ペーパーレス化に貢献している。また、不要になった紙は適正に処分、分別後に製紙業者へ

引き渡し、トイレットペーパーの原料として再利用されている。 

紙の使用枚数 

（発注ベース） 

2023 年 

12 月期 

2024 年 

12 月期 
減少幅 

約 580,000 枚 約 262,500 枚 ▲317,500 枚 

▸廃油の削減・再利用 

金鶴食品製菓の製造に使用するフライヤーには、自動濾過装置が内蔵されてため、製品品質の向

上だけでなく、長期間の油の品質維持につながり、廃油の削減に貢献している。また、廃油につい

ては産業廃棄物処理業者を通して適切に処理を行い、石鹼やインキ、接着剤などに再利用されてい

る。 

▸包装材・梱包材使用量の削減 

金鶴食品製菓は、包装材や梱包材の再利用による廃棄物削減に取組んでる。ＯＥＭ製品につい

ては、顧客指定により細かく規格が決まっているため、商品内容に変更があった場合、事前に作

成した包装材は廃棄となる。同社では、廃棄予定である包装材や梱包材を自社製品に再利用し

て、廃棄物削減に貢献している。 

▸使用電力の削減 

金鶴食品製菓は、使用電力の削減に取組んでいる。電力量監視システム「E-E Navi（※）」を導

入し、消費電力量可視化による削減目標の設定や一定の使用電力量を超過した際のアラーム機能な

ど活用している。これにより、適切なエアコン温度の使用や使用していない照明のこまめな消灯、

製造効率の改善など社員が一丸となって自発的に活動している。また、全ての工場で照明の LED

化、フォークリフトの電動化を実施している。 

※事業所の消費電力量を集録し、データセンターに蓄積した測定結果を専用アプリや web ブラウ

ザから監視する洲ステム 
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【その他】 

■地域貢献活動 

 金鶴食品製菓は、埼玉県八潮市のふるさと納税返礼品として同社製品を出品するだけではなく、

「八潮花火大会」や「こども未来フェスタ in やしお」といった地域イベントにも出店している。

出店を通して、地域住民とつながり、地域社会との共存を目的に参加し、地域社会貢献活動を行っ

ている。 

<こども未来フェスタ inやしお出店時の様子> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：同社資料） 
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４．包括的インパクト分析 

埼玉縣信用金庫は、所定の手続きに従い、金鶴食品製菓のインパクトを分析・評価するにあたり、

第一に UNEP FI のインパクトレーダーによりインパクトエリア及びトピックを確認した。なお、ク

リーンリフレ事業については、同社売上の約 0.7%であり、事業規模を勘案し検証しないものとす

る。 

■UNEP FI のインパクトレーダーにより特定したインパクト 

国際標準産業分類 

他に該当しないその他の食品の製造（ISIC：1079） 

専門店における食品の小売販売（ISIC：4721） 

通信販売またはインターネットによる小売販売（ISIC：4791） 

 

 インパクトエリア インパクトトピック 

社 

会 

人格と人の安全保障 
紛 争 現代奴隷 児童労働 

データプライバシー 自然災害  

健康および安全性  

資源とサービスの 

入手可能性、 

アクセス可能性、 

手ごろさ、品質 

水 食 糧 エネルギー 

住 居 健康と衛生 教 育 

移動手段 情 報 コネクティビティ 

文化と伝統 ファイナンス  

生 計 雇 用 賃 金 社会的保護 

平等と正義 
ジェンダー平等 民族・人種平等 年齢差別 

その他の社会的弱者  

社 

会 

経 

済 

強固な制度・平和・安定 市民的自由 法の支配  

健全な経済 セクターの多様性 零細・中小企業の繁栄  

インフラ  

経済収束  

環 

境 

気候の安定性  

生物多様性と生態系 
水 域 大 気 土 壌 

生物種 生息地  

サーキュラリティ 資源強度 廃棄物  

（黄：ポジティブ増大 青：ネガティブ緩和 緑：ポジティブ／ネガティブ双方 のインパクトエリア／トピックを表示） 
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次に金鶴食品製菓の事業活動及び個別要因を加味し、インパクトの除外・追加を実施した。インパ

クトを除外・追加した項目とその理由は以下の通りである。 

■ 金鶴食品製菓の事業活動及び個別要因を加味したインパクトの特定 

「健康および安全性」 
 金鶴食品製菓は、JFS-B 認定継続による安心・安全な製品を提供していることから、ポジティブ
を追加する。 

「食糧」 
 金鶴食品製菓は、消費者の健康に配慮した栄養価の高い製品を提供しており、不健康な食生活に
関連はないことから、ネガティブを削除する。 

「教育」 
 金鶴食品製菓は、社員の積極的な資格取得の推進や充実した研修、適正な評価制度を通して社員
教育に取組んでいることから、ポジティブを追加する。 

「文化と伝統」 

金鶴食品製菓の製品は、食の文化遺産や伝統食品に該当しないため、ポジティブを削除する。 

「賃金」 

金鶴食品製菓は、不当な賃金格差や低収入、不規則収入といったネガティブな事由はなく、社員

に対する適正な賃金の設定や安定した収入確保に取組んでいることから、ネガティブを削除する。 

「ジェンダー平等」「民族・人種平等」 

金鶴食品製菓は、ダイバーシティ経営を推進していることから、ネガティブ緩和を追加する。 

「その他の社会的弱者」 

金鶴食品製菓は、障がい者を雇用していること、一般社団法人障がい者アート協会に賛同、ノベ

ルティの依頼をしていることから、ネガティブ緩和を追加する。 

「零細・中小企業の繁栄」 

金鶴食品製菓における EC 事業の展開は、自社製品のみの取扱いであり、中小企業の展開を阻害す

るものではないことから、ネガティブを削除する。 

「水域」 

金鶴食品製菓の製造工程において、水域に悪影響を与えるものはなく、主に社員の生活水のみの

利用であることから、ネガティブを削除する。 
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■UNEP FI のインパクトレーダー及び金鶴食品製菓の事業活動、個別要因を加味して特定し

たインパクト一覧 

インパクトエリア ／ トピック 
ポジティブ・インパクト 

（ポジティブ増大） 

ネガティブ・インパクト 

（ネガティブ緩和） 

データプライバシー  ● 

健康および安全性 ● ● 

食糧 ●  

教育 ●  

雇用 ●  

賃金 ●  

社会的保護  ● 

ジェンダー平等  ● 

民族・人種平等  ● 

その他の社会的弱者  ● 

零細・中小企業の繁栄 ●  

気候の安定性  ● 

資源強度  ● 

廃棄物  ● 
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■インパクトエリア／トピックに対し貢献する取組 

各インパクトエリア／トピックに対して、ポジティブ・インパクトの増大や、ネガティブ・イン

パクトの低減に貢献する同社の取組内容は以下の通りである。 

No. 取組内容 特定したインパクトの項目 
KPI の

設定 

① 
安心・安全・健康を配慮

した製品の提供 

ポジティブ・インパクト 「健康および安全性」 

「食糧」 

「零細・中小企業の繁栄」   

あり 

② 
ダイバーシティ経営の取

組 

ポジティブ・インパクト 「雇用」 

ネガティブ・インパクト 「ジェンダー平等」 

            「民族・人種平等」 

            「その他の社会的弱者」 

③ 
働きやすい雇用環境の整

備 
ネガティブ・インパクト 「健康および安全性」 

④ 
環境負荷軽減・廃棄物削

減への取組 

ネガティブ・インパクト 「気候の安定性」 

            「資源強度」 

            「廃棄物」 

➄ 障がい者アートへの賛同 ネガティブ・インパクト 「その他の社会的弱者」 

なし ⑥ 人材育成に向けた取組 

ポジティブ・インパクト 「教育」 

            「賃金」 

ネガティブ・インパクト 「社会的保護」 

⑦ 適切な個人情報の取扱い ネガティブ・インパクト 「データプライバシー」 
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５．本ファイナンスの実行にあたり特定したインパクトと設定した KPI及び SDGs との関連性 

特定したインパクトの状況を今後も継続的に測定可能なものとするため、先に特定したインパク

トに対し、インパクト種類、インパクトカテゴリ、関連する SDGs、内容・対応方針および目標と

KPI を整理、設定する。 

① 安心・安全・健康を配慮した製品の提供 

インパクトエリア/

トピック ポジティブ：健康および安全性、食糧、零細・中小企業の繁栄  

取組内容 
・直営店を増やし、栄養価の高い同社製品を幅広い消費者へ提供する。 

・JFS-B 認定継続による安心・安全な製品を提供する。 

SDGs との関連性 

 

 

 

2.1：2030 年までに、飢餓を撲滅し、全ての

人々、特に貧困層及び幼児を含む脆弱な立場に

ある人々が一年中安全かつ栄養のある食料を十

分得られるようにする。 

 

 

3.4：2030 年までに、非感染性疾患による若年

死亡率を、予防や治療を通じて３分の１減少さ

せ、精神保健及び福祉を促進する。 

 

 

8.3：生産活動や適切な雇用創出、起業、創造

性及びイノベーションを支援する開発重視型の

政策を促進するとともに、金融サービスへのア

クセス改善などを通じて中小零細企業の設立や

成長を奨励する。 

KPI と方針 

直営店の店舗数 
2030 年：3 店舗 

（2024 年 12 月時点：1 店舗） 

JFS-B認定 引続き継続 

金鶴食品製菓の安心・安全な製品を同業他社へ OEM 製品として提供することは、業界全体の発展

に貢献しており、零細・中小企業の繁栄について十分にポジティブ・インパクトを促進する取組が

行われている。今後も継続して同業他社へ OEM製品を提供する方針であるため、KPI は設定しな

い。 
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② ダイバーシティ経営の取組 

インパクトエリア/

トピック 

ポジティブ：雇用 

ネガティブ：ジェンダー平等、民族・人種平等、その他の社会的弱者 

取組内容 
障がい者や新卒者の採用を増やし、多様な人材が活躍できる職場環境の整備

に取組む。 

SDGs との関連性 

 

 

5.5：政治、経済、公共分野でのあらゆるレベ

ルの意思決定において、完全かつ効果的な女性

の参画及び平等なリーダーシップの機会を確保

する。 

 8.8：移住労働者、特に女性の移住労働者や不

安定な雇用状態にある労働者など、全ての労働

者の権利を保護し、安心・安全な労働環境を促

進する。 

 

 

10.2：2030 年までに、年齢、性別、障害、人

種、民族、出自、宗教、あるいは経済的地位そ

の他の状況に関わりなく、全ての人々の能力強

化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進

する。 

KPI と方針 

障がい者雇用率 
2030 年：３.0%以上 

（2024 年 12 月時点：0.9%） 

新卒採用者数 
2030 年：20 人以上 

（2024 年採用実績：3 人） 

【障がい者雇用率の計画値】 

【新卒採用者数の計画値】 

年 度 

2025 年 

12 月期 

目 標 

2026 年 

12 月期 

目 標 

2027 年 

12 月期 

目 標 

2028 年 

12 月期 

目 標 

2029 年 

12 月期 

目 標 

2030 年 

12 月期 

目 標 

障がい者
雇用率 

0.9％ 

以上 

1.0％ 

以上 

1.5％ 

以上 

2.0％ 

以上 

2.5％ 

以上 

3.0％ 

以上 

年 度 
2025 年 

予定者 

2026 年 

目 標 

2027 年 

目 標 

2028 年 

目 標 

2029 年 

目 標 

2030 年 

目 標 

新卒 

採用者数 

10 名 

以上 

10 名 

以上 

12 名 

以上 

15 名 

以上 

17 名 

以上 

20 名 

以上 
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③ 働きやすい職場環境の整備 

インパクトエリア/

トピック 
ネガティブ：健康および安全性 

取組内容 
時間外労働の削減、有給取得促進により、ワークライフバランスに配慮した

職場環境の整備に取組む。 

SDGs との関連性 

 8.5：2030 年までに、若者や障害者を含む全て

の、完全かつ生産的な雇用及び働きがいのある

人間らしい仕事並びにに同一価値の労働につい

ての同一賃金を達成する。 

KPI と方針 

時間外労働時間 

（一人あたりの月平均） 

2030 年：一人あたり年間 13 時間以下 

(2024 年 1 月～2024 年 12 月：15.0 時間) 

有給取得日数 

（一人あたり年間平均） 

2030 年：13.0 日以上 

(2024 年 1 月～2024 年 12 月：9.2 日) 

【社員一人あたり月平均時間外労働時間の計画値】 

【社員一人あたり年間平均有給取得日数の計画値】 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 

2025 年 

12 月期 

目 標 

2026 年 

12 月期 

目 標 

2027 年 

12 月期 

目 標 

2028 年 

12 月期 

目 標 

2029 年 

12 月期 

目 標 

2030 年 

12 月期 

目 標 

時間外労
働時間 

15.0 時間 

以下 

14.5 時間 

以下 

14.5 時間 

以下 

14.0 時間 

以下 

13.5 時間 

以下 

13 時間 

以下 

年 度 

2025 年 

12 月期 

目 標 

2026 年 

12 月期 

目 標 

2027 年 

12 月期 

目 標 

2028 年 

12 月期 

目 標 

2029 年 

12 月期 

目 標 

2030 年 

12 月期 

目 標 

有給取得
日数 

9.2 日 

以上 

9.5 日 

以上 

10.0 日 

以上 

11.0 日 

以上 

12.0 日 

以上 

13.0 日 

以上 
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④ 環境負荷軽減・廃棄物物削減の取組 

インパクトエリア/

トピック 
ネガティブ：気候の安定性、資源強度、廃棄物 

取組内容 
フードロスゼロの継続、ペーパーレス促進による廃棄物削減、環境負荷軽減

に取組む。 

SDGs との関連性 

 

 

7.2：2030 年までに、世界のエネルギーミック

スにおける再生可能エネルギーの割合を大幅に

拡大させる。 

 

 

12.3：2030 年までに、小売・消費レベルにお

ける世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半減

させ、収穫後損失などの生産・サプライチェー

ンにおける食品ロスを減少させる。 

12.5：2030 年までに、廃棄物の発生防止、削

減、再生利用及び再利用により、廃棄物の発生

を大幅に削減する。 

KPI と方針 
紙の使用量削減 

（発注ベース） 

2030 年：170,000 枚 

(2024 年 1 月～2024 年 12 月：262,500 枚) 

金鶴食品製菓は、異物混入による不良品を除けば廃棄する製品はゼロであり、今後も継続してフ
ードロスの削減に取組むため、KPI は設定しない。 
また、同社は、電力量監視システムの導入や全ての工場内の LED 化、フォークリフトの電動化を

実施しており、気候の安定性についても十分にネガティブ・インパクトを抑制する取組が行われて
いる。今後も継続して使用電力削減に取組んでいく方針であることから KPI は設定しない。 

【紙の使用量の計画値】 

 

 

 

 

年 度 

2025 年 

12 月期 

目 標 

2026 年 

12 月期 

目 標 

2027 年 

12 月期 

目 標 

2028 年 

12 月期 

目 標 

2029 年 

12 月期 

目 標 

2030 年 

12 月期 

目 標 

紙使用量 200,000 枚 190,000 枚 185,000 枚 180,000 枚 175,000 枚 170,000枚 



 
 

３８ 

なお、取組内容のうち、KPI を設定しなかった項目（⑤、⑥、⑦）と、その理由は以下の通りで

ある。 

No. 取組内容 KPI を設定しなかった理由 

➄ 障がい者アートへの賛同 

金鶴食品製菓では、障がい者協会に賛同し、来客時のノベル

ティなど同協会へ製作を依頼する取組を今後も継続して取組

んでいくため、KPI は設定しない。 

⑥ 人材育成に向けた取組 

金鶴食品製菓では、手当支給による資格取得支援や研修によ

る社員教育を今後も継続して取組んでいくため、KPI は設定

しない。 

⑦ 適切な個人情報の取扱い 

金鶴食品製菓では、「SECURITY ACTION」を宣言し、全社

で情報セキュリティに取組んでいる。また、個人情報を取扱

う全ての社員に対して、プライバシー保護の重要性や適切な

管理方法の教育、定期的な研修を今後も継続して取組んでい

くため、KPI は設定しない。 

 

６．サステナビリティ管理体制 

 金鶴食品製菓では、本ポジティブ・インパクト・ファイナンスに取り組むにあたり、代表取締役

社長金鶴友昇氏を最高責任者として、自社の事業活動とインパクトレーダー、SDGs における貢献

などとの関連性について検討した。ポジティブ・インパクト・ファイナンス実行後も、金鶴食品製

菓は以下の通りの管理体制にて、全社員が一丸となって KPI の達成に向けた活動を進めていく。 

  【サステナビリティ管理体制】 

   （最高責任者）      代表取締役社長       金鶴 友昇 

   （プロジェクトリーダー） サポート部 部長            杉山 仁美 

 

７．モニタリング 

ポジティブ・インパクト・ファイナンスに取り組むにあたり設定した KPI の進捗状況は、金鶴食

品製菓と埼玉縣信用金庫が年 1 回以上の頻度で話し合う場を設け、その進捗状況を確認する。モニ

タリング期間中は、埼玉縣信用金庫は KPI 達成のため適宜サポートを行う予定であり、事業環境の

変化等により KPI を見直す必要がある場合は、金鶴食品製菓と埼玉縣信用金庫による協議のうえ、

再設定を検討する。 

 

８．総合評価 

本件は UNEP FI の「ポジティブ・インパクト金融原則」に準拠した融資である。金鶴食品製菓

は、上記の結果、本件モニタリング期間を通じてポジティブ・インパクトの発現とネガティブ・イ

ンパクトの低減に努めることを確認した。また、埼玉縣信用金庫は年に1 回以上その成果を確認す

る。 
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＜評価書作成者および本件に関するお問い合わせ先＞ 

                     埼玉縣信用金庫 

地域創生部 事業ソリューショングループ 

代理 佐々木 勇治 

                     〒 330-0061 

                      埼玉県さいたま市浦和区常盤 5－15－15 

                      TEL ： 048 – 526 – 1111(代) 

                      FAX ： 048 – 711 – 8130 

本評価書に関する重要な説明 

 

・ 本評価書は、金鶴食品製菓から供与された情報と、埼玉縣信用金庫が独自に収集し

た情報に基づく現時点での計画または状況に対する評価で、将来におけるポジティ

ブな成果を保証するものではありません。また、埼玉縣信用金庫は本評価書を利用

したことにより発生するいかなる費用または損害について一切責任を負いません。 

 

・ 本評価を実施するにあたっては、国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）

が提唱した「ポジティブ・インパクト金融原則」及び「資金使途を限定しない事業

会社向け金融商品のモデル・フレームワーク」に適合させるとともに、ESG 金融ハ

イレベルパネル設置要綱第２項（４）に基づき設置されたポジティブインパクトフ

ァイナンスタスクフォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え方」

に整合させながら実施しています。なお、株式会社日本格付研究所から、ポジティ

ブ・インパクト・ファイナンスに関する第三者意見書の提供を受けています。 

 


